
6.2.2 原則的に必要とされる協議には都度応じる

6.2.1 依頼者の必要、要望に応じて、結果等を公式の場で説明・報告する
6.2 議会等への報告、説明

6.1.3 汚染の防止、対策に関し科学的な視点からコメントを加える

6.1.2 水資源保全に関して要点、施策を提言する

6.1.1 A市の地質構造をふまえて、水資源の状態・特徴を具体的に報告する

6.1 報告書、提言

6 調査結報告、説明

5.2.3 水質の分析

5.2.2 地下水位連続観測

5.2.1 地下水流動方向向・流速調査

5.2 水資源の実態調査

5.1 地下水調査専用観測井戸の設置

5 調査地点の選定・精密調査精

4.1.3 水源の水質

4.1.2 他市との境界部

4.1.1 市内広域全般から観測地点をピックアップ

4.1 水質の現状状態を評価

4.2.2.3 既存井戸の柱状図調査など

4.2.2.2 市内水源の位置と井戸の構造

4.2.2.1 ボーリング調査

4.2.2
地質図（断面図）
地下深部の地質構造の把握

4.2.1.1 市広域における地表踏査
4.2.1

地質図（平面図）
市内の地質の平面的な把握

4.2 地質構造図の把握

4
基礎調査
現状状態の把握

3.2.1 地下水位の連続的な把握3.2 水資源の量の監視

3.1.1 定期的な水質調査の実施と報告3.1 水資源の質の監視
3
長期監視
継続的な水質の監視、モニタリング

2.4 他市との連携・広域における水資源の保全の実現

2.3.1 砂利採取等の規制など、長期的に水資源の状態に影響を及ぼす企業活動の抑制2.3 水質保全条例の制定

2.2.1 ビオトープマップ等への展開2.2 住民への環境行政の成果の報告、啓蒙活動への応用

2.1 将来的・長期にわたる計画的な水資源の保全の実現

2 目標

1.4 地下水位・水質モニタリングによる水資源状態の長期的な監視
1.3.3 特定の帯水層における水質調査

1.3.2 地下水位の連続観測

1.3.1 地下水流動方向調査・流速調査

1.3
精密調査
水資源保全の為の基礎データを収集

1.2.2 平面的・断面的な地質構造の把握

1.2.1 地下水の現状状態の把握（水質・水位など）
1.2 基礎調査・概況調査

1.1 A市において、将来的な地下水資源の保全を目的に調査を実施する

1 目的
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